
（別紙３）

～
令和　７年　３月３１日

（対象者数） 7 （回答者数） 5

～
令和　７年　３月３１日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

さらに充実を図るための取組等

1

・選択数が少ないので、拡充していきたい。

2

・こどもたちの生活習慣を踏まえて、一つ一つの
動作を丁寧に拡充していきたい。
・事業所以外での丁寧な行動ができるように心が
ける意識を高める声かけをしていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・交流等の導入を検討する。また、他市町村の
児童館等も利用拡充しながら、社会性を高めて
いきたい。

2

・父母会と行事ごとと併用、気軽に参加できるよ
うに企画していきたい。

3

○事業所名 　こどもプラス東浜教室

○保護者評価実施期間 令和　７年　３月　１日

○保護者評価有効回答数

令和　７年　３月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　７年　４月　１日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○ 分析結果

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・地域との連携が弱い。 ・地元の児童館を利用しているが、他児童との
交流が少ない。また、他市町村の児童館等の利
用がない。

・父母会等の開催がない。 ・企画なし。

・室内だけでなく、屋外での活動をとおして、ルー
ルやマナー、動植物の観察をしながら、学習して
いる。

・交通ルール、お友達と仲良く過ごす、安全に行
動する、動植物の観察（衣食住の発見を楽し
む）、活動の終了後に清潔（手洗い、着替え）等
の学習を伝えている。

・来所時から生活習慣のルーティンを試みなが
ら、家庭、学校等へ拡充し、自立支援を展開中。

・ルーティン（挨拶、靴を片づける、カバンを片づ
ける、お便り帳を丁寧に渡す、手洗いを丁寧にす
る、学習をする）から、マナーやルールを学習し、
社会で暮らせる行動を身に着けるように伝えてい
る。

事業所における自己評価総括表（児童発達支援）公表


